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飼 料 イ ネ サ イ レ ー ジ の 発 酵 品 質 に 及 ぼ す 細

河本英憲・大谷隆二・山口弘道・渡邊寛明・田中 治・ 出
(東 Jヒ 農 業研 究 セ ンター )

Effecl of the Chopping On the Fermentation Quality of Rice

1は じ め に

細断されたトウモロコンなどの長大型作物を高密度な

ロールベールに成形できる細断型ロールベーラが開発さ

れ,今後の普及が期待されている。この細断型ロールベ

ーラにおいては,現在, トラクタ作業が困難な軟弱圃場

でも円滑な作業が可能な自走タイプの開発が進められて

おり,飼料イネヘの適用が見込まれる。すなわち、飼料

イネにおいても、細断して高密度に相包できる状況が整

いつつある。そこで、飼料イネサイレージの発酵品質に

対する細断処理の効果的な適用法を明らかにするため、

同一の密度条件下での細断と無細断の発醍品質を比較す

るとともに、詰め込み密度を高めた場合の発酵品質への

影響を検討した。

2試 験 方 法

(1)サイレージ調製

東北農業研究センター内圃場において栽培された稲

(品種あきたこまち)を 2004年9月 16日 (出穂37日後の

黄熟期)に 自脱型コンバインで刈倒した後、そのまま小

型ドラム缶 (内径40cm,内高51cm,容量64L)に詰め込ん

だもの (無細断区)と ,設定切断長 13 mmのサイレー

ジカッターで細断した後に,詰め込んだもの(細断区)

を設定した。ドラム缶への詰め込み圧は,無細断区では

人力で踏み込んだ 1水準,細断区では無細断区と同じ密

度になるように踏み込まずに軽く詰めたもの (密度弱)

と無細断区と同様の力で踏み込んで詰めたもの〈密度強)

の2水準を設定した。なお, ドラム缶へは各区3反復で

詰め込み,屋内に保存した。貯蔵 228日 後の 2005年 5

月2日 にこれらドラム缶を開封し,分析に供した。

断 の 効 果
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0)化学分析

材料草は 60℃で 48時間通風乾燥処理した後にメッ

シュサイズ lmmのふるいを通過する粒度に粉砕し,135

℃ 2時間の熱乾法による乾物率と定法による粗蛋自質,

粗脂肪,OCW(総繊維),Ob(低消化性織維)および粗

灰分含量を分析した。サイレージは、135℃ 2時間の熱乾

法による乾物率およびケルダール法による窒素含量の測

定を行うとともに、水抽出液を用いて、ガラス複合電極

pHメータによるPH,高速 BTBポストラベル法による

有機酸含量、水蒸気蒸留法によるVBN(揮発性塩基態窒

素)含量を測定した。また、カビの発生部位を観察した。

3 試験結果及び考察

材料草の成分組成を表 1に示した。材料草の乾物率は

45%であり、35%程度とされる標準的な黄熱期の飼料

イネよりも高かった。これは収穫時の天候が良く、刈倒

した後から回収するまでの間に回場での乾燥が進み、乾

物率が増加したためと考えられた。ただし、無細断と細

断区材料の乾物率や成分値に大きな違いは認められなか

った。

表 2に ドラム缶サイロヘの詰め込み密度を示した。乾

物密度は無細断区の 11■ノピ に対して、同様の力で詰

めた細断区 (密度強)は 196kg/m3と 約 17倍高くなっ

た。

表 3にサイレージの発酵品質を示した。無細断区は乳

酸含量が非常に低くpHが 602と 高かったが、細断区は、

乳酸含量が新鮮物中 1%を越え、pHが 4程度に低下す

るなど旺盛な乳酸発酵が認められた。酢酸含量に関して

は、細断区の密度強処理が密度弱処理や無細断区に比べ

て低下していたが、いずれのサイレージにおいても新鮮
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物中 01～ 02%程度と低かつた。プロピオン酸と n‐略

酸は、いずれのサイレージにおいても検Hlさ れなかった。

VBNは、発酵が「l盛であつた細断区は無細断区に比べ

て高まつたが、総窒素に占める割合は 10%以 下の低い

水準であつた。無細断区では穂部および株元 (刈 り取り

部に近い部分)の一部にカビが発生していた。これらの

カビ発生はサイロの底部に近いところでも認められた。

細断区では、密度強処理の開口部表面にのみカビ発生を

認めた。

ロールベールサイレージのような無細断、低密度での

調製条件は、7L酸発酵にとって好ましい条件ではない。

さらに飼料イネは,稗の中空構造、付着手L酸菌や低糖含

量によって、良好な発酵品質を得るのが難しいとされる。

本実験でも、飼料イネを無細断でサイレージに調製した

場合、7L酸含量が非常に低く、PHが有害微生物の増殖

阻上が可能とされる 42以 ドに到達しなかつた。一方、

細断区は無細断区と同じ密度で詰め込んだものでも手L酸

含量が高まりpHも 4程度に低下した。また、乾物密度

を高めても7L酸含量や pH等 にほとんど影響しなかつ

た。よつて、飼料イネにおいて、無細断のままでは平L酸

発酵が微弱であるのに対して、細断することによって0■

盛な7L酸発酵が誘起されることが確認された。

本実験では材料の乾物率が 45%と比較的高かつたこ

とから、PH低下が 1分でなかつた「ll細断区においても

酪酸発酵が抑制されていたが、無細断区および細断区の

密度強処理でカビの発生を認めた。これらの処理区では、

より多くの材料草を詰め込もうとしたために、蓋とサイ

ロ本体との密着面に材料が挟まり、開『¬部の気密性が低

下してカビの発生を引き起こしたと考えられた。ただし、

無細断区ではサイロ内部にもカビが発生していたのに対

して細断区の密度強処理では表面のみであつた。よつて、

細断処理は低い PHに よる抗菌効果と密度増加との相乗

効果によってサイレージ表面から内部へのカビ浸入を抑

制するのに効果的であることが示唆された。

4 ま と め

以上のことから、無細断のままでは平L酸発酵が微弱な

飼料イネにおいても、細断すれば旺盛な平L酸発酵が誘起

されて PHが低下することが確認された。また,細断処

理によつて,詰め込み密度を約 17倍に高めることがで

きた。この密度増加は7L酸発酵には影響しなかつたが,

低い PHに よる抗菌作用との相乗効果によつてカビの抑

制に効果的であることが示唆された。今後は細断処理の

効果が、どのような範囲の乾物率でも発揮されるのか、

特に低い乾物率域での効果を明らかにする必要がある。

―

糸田断

H7'

カビ発生部位

1【附ヨ墜斤        40.7    6.02a   O.01a  0 14ab    ND     3.Oa

細断(密度弱)403  408b 123b O.18a  ND  7 9b

細断(密度強)42.0  3.98b 130b O.10b  ND  7 5b  開口部表面のみ

alb:異文字間に有意差あり(′く0.01),VBN/TN:総璽素に占める揮発性塩基態窒素.

ND:検出されず(<0.01)

乾物密度 120' 196'

pH

開口部表面および
内部の穂部と株元

なし

―

差あり(X001).
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